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全般／指定管理業務について 

 

第二期指定管理者として 3 年目となる本年度は、過去 6 年間の指定管理者としての経験、

ノウハウの蓄積をもとに、宗像市総合公園および宗像総合市民センターの指定管理業務を安

定して行なうことが出来た。 

また、宗像市文化事業の一翼を担うべく「宗像市文化芸術のまちづくり 10 年ビジョン」

の遂行への協力を行う様々な事業展開を行った。 

前年度から引き続き「公益法人化プロジェクト委員会」において準備を行なってきた公益

法人への移行は、9月に福岡県に対し公益法人移行申請を行い 3月に公益法人認定を受けた。

今後、平成 25年 4月から公益財団法人として、新たなステップを踏み出すこととなる。 

指定管理業務については、平成 26 年度からの第三期指定管理獲得に向けて更なる経営安

定化や財務体質の改善等を行いながら準備を進めていく。 

 

運営体制 

 

当公社は、平成 25年 3月 21日に公益法人として認定され、4月 1日より公益法人とし

てのスタートを切る。 

今後は、「公益財団法人 宗像ユリックス」への移行登記申請を行うとともに、地域の

文化・芸術活動、スポーツ・健康づくりの拠点として地域社会の発展と豊かな市民生活の

形成に寄与することを目的にさらなる努力を続けて行く。 

人員体制としては、公社職員体制への移行を進めている。中核職員は市派遣職員 2 名、

プロパー職員 4名で専任職員や嘱託・臨時職員をリードし業務に取り組んできた。今後も

指定管理業務について宗像市との連携を密にとりつつ、独自運営が可能な組織を目指して

いく。 

また、職員の身分安定を確立するために労使協定を締結し監督官署に協定書を提出した。 

 

［職員数］                               （単位：人） 

    20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 

公社職員   35 35 36 37 34 

  市派遣 3 3 2 2 2 

  プロパー 3 3 4 4 4 

  専任 2 3 3 3 3 

  嘱託 9 7 9 8 7 

  臨時 18 19 18 20 18 

合計 35 35 36 37 34 

対前年度比 100.0% 100.0% 102.9% 102.8% 91.9% 

対 20年度比 - 100.0% 102.9% 105.7% 97.1% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政運営 

  

第二期指定管理３年目となる平成 24年度は、当法人設立以来初めての赤字決算となっ

た昨年度の反省を踏まえ、さまざまな収支改善策を模索した。平成 24年度当初予算は約

1,200万円の収支マイナス予算を計上し運営を行ってきたが、経理区分の再編による租税

公課支出の削減やエコアクション推進による光熱水費の削減などの各部の経費節減努力

により約 780万円の黒字決算（予算比約 2,000万円増）となった。 

また、公益法人移行申請に伴い「新会計方式（平成 20年度基準）」への移行準備を進め、

平成 25年度から「公益目的事業会計」、「収益事業会計」、「法人会計」の３会計を主とし

た新しい運用を行う予定としている。この新会計を活かしながら、中長期を展望した更な

る財務改善を図っていく。 

 

予算ベース 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

管理運営コスト 357,308,000 357,308,000 346,083,000 346,083,000 346,083,000 

対20年度削減率 ― 100.0% 96.9% 96.9% 96.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 20年４月    第 1期指定管理（3年目）、新人事管理システム試行 

・平成 20年４月    第 1期指定管理（4年目）、新人事管理システム施行  

・平成 21年４月   第 1期指定管理（4年目）、人事評価システム施行 

・平成 22年４月   第 2期指定管理（1年目）、指定管理区域分割 

・平成 23年４月   第 2期指定管理（2年目）、指定管理区域分割 

・平成 24年４月   第 2期指定管理（3年目）、指定管理区域分割 
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施設管理 

 

本年度もお客様が安全、快適に施設を利用できるように多くの修繕を行うとともに公園

内の大掛かりな植栽剪定を行った。来年度も引き続き公園内の施設の修繕や植栽の管理を

鋭意進めて行く。 

9 月と 3 月に実施した防災訓練においては、避難放送のマニュアル確認や本館内の避難

誘導訓練を重点的に実施した。また、ＡＥＤ操作を含む救急救命講習を未受講の職員を中

心に行なった。 

宗像市が実施している保全工事について、平成 23年度に改修したスライダープールに続

き、平成 24年度にはゆ～ゆ～プールのプールサイド及び機械・電気設備の更新、本館地下

の冷温水機設備の更新などを行った。平成 15年度からスタートした第一期保全改修事業も

今年度が最終年度となったが、当初、計画に組まれていなかった施設の劣化や老朽化が進

行しており、平成 26年度からの第二期保全改修事業の準備に取り掛からなくてはならない。 

 

［修繕状況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕状況 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

修繕発生件数（件） 113 104 116 129 105 

対前年度比 86.3% 92.0% 111.5% 111.2% 81.4% 

対 20年度比 - 92.0% 102.7% 114.2% 92.9% 

修繕コスト（円） 17,266,555 24,594,145 25,322,627 29,923,555 22,768,586 

対前年度比 69.6% 142.4% 103.0% 118.2% 76.1% 

対 20年度比 - 142.4% 146.7% 173.3% 131.9% 

［主な改修・修繕（公社実施）］       ［保全改修事業・第十期（宗像市実施）］ 

 

 

 

 

 

１ 
大・中ホール調光ユニット室空調機改

修修繕工事 

２ 南ゾーン園内臨時駐車場舗装工事 

３ パットゴルフ人工芝張替修繕工事 

４ 冷温水機ポンプ、モーター修繕工事 

５ 電機室内遮断機修繕工事 

 

１ ゆ～ゆ～プール改修工事 

２ 冷温水機更新工事 
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